
 

 

 

 

 

 

 

 

今後の「出前ときめきのまち講座」の予定（２回実施） 

✪ １０月５日（日）午後１時３０分～３時 長瀬市民センター 

  テーマは、「上田市の防災について」 （担当：上田市役所危機管理防災課） 

また、長瀬地区における消火栓や防災用資機材などの資料提供します。 

✪ 令和８年２月２日（月）午後７時より 長瀬市民センター 

テーマは、「上田城跡整備について」  
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丸子まちづくり会議 

「信州松代まるごと博物館構想」の具体化は住民の手で 

 

NPO法人夢空間 松代のまちと心を育てる会  

【発足から今日まで】 

2000 年 「信州松代まるごと博物館構想」作成 

2001 年 夢空間「松代のまちと心を育てる会」

約 100 人で発足 

2002 年 NPO 法人認証 

2010 年 松代まち歩きセンターオープン 

2012 年 10 周年記念行事、松代伝承館開設 

2021 年 「夢空間 20 周年記念誌」発刊 

2022 年 「手づくり郷土(ふるさと)賞」（国土

交通大臣表彰）に選定 

以前はコンビニだった場所が「松代まち歩きセンター」となり、三田

事務局長による座学では、NPO法人の 20年にわたる歩みについて、わか

りやすく説明していただきました。参加者からは、「NPO法人の予算規模

（    年間約 2,000 万円、指定管理を 2 施設受託）」「スタッフ数（    常

勤 2人・パート 16人）」「電線の地中化と防火対策（    道路幅が広がり、

大型車同士のすれ違いがスムーズに。消防署の指導により防火装置も設 

置）」「市役所との連携（    イベントへの協力依頼やマスコミ対応の重要性）」といった質問があり、て

いねいに答えてもらいました。 

座学の後は中村さんがガイド役となり、「まち歩き」を実施。道路整備費約 12 億円をかけた区間を

散策し、大英寺（浄土宗）では、松代藩初代藩主・真田信之公の正室である小松姫の菩提を弔うために

建立された寺について、住職が時間を割いて説明してくれました。小松姫の肖像画はここにしかない

とのことでした。参加者からは「プロジェクターを使っての説明が分かりやすく、質問にも丁寧に対

応してもらえた」「松代は通過するだけの町だと思っていたが、今回の研修でその魅力を知ることがで

きた」「NPO法人の役員の熱意が強く伝わってきた」といった感想が寄せられました。 

午後の施設研修では、象山地下壕を訪問。受付の方が「名乗るほどではありませんが」と謙遜しつ

つも、松代が本土決戦の最終拠点として極秘に建設された経緯を、非常に分かりやすく説明してくれ

ました。「あの方から直接説明を聞けたのが、今回の研修で特に良かった」という声もありました。 
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  路線バス・デマンド交通など公共交通の出前講座ひらく 

 長瀬地区会議は、9 月 1 日、長瀬市民センタ

ーで第 1回出前講座を開きました。 

テーマは、「上田市の公共交通」で市役所

からは担当の職員が説明しました。 

 路線バスの危機的状況として 

① 運転手不足  

② 2024年問題（働き方改革） 

※1日の休息時間が 8時間から 11時間へ 

③ 常態化した路線バスの赤字（約 1 億 1 千万

円赤字 R5年度） 

④ 内部補助の限界（路線バスの赤字を高速バ

スや貸し切りバスで補填する） 

⑤ 路線バスの廃止の危機 

以上を踏まえて、上田市とバス事業者との

間で 5年間の運行協定を締結します。 

＜主な変更点＞ 

❶鹿教湯線（平日のみ）の上田駅最終便を 

１８時４７分から２０時００分を増便しま

す。（丸子駅まで） 

❷ゾーン運賃の導入（最高額は現状の 500円か

ら 5年間かけて 1,000円まで引き上げ） 

 左の図をご覧ください。 

❸ゾーン運賃の導入後も高校生の通学定期利

用券は据え置き高校生の利用促進を図る。 

❹チケット QR 回数券のプレミアム率を現行

10％から 20％に引上げます。 

 

 

 

 

 

 

5年間で最大500円から1000円に引上げ 

高校生利用促進のため通学定期利用者は据え置き 

詳しくは上記
へアクセスを 

 

丸子デマンド交通 令和5年度（10月～3月まで1日平均

17.9人から令和6年度（4月～翌3月）は、1日平均25.2人

まで利用者が増え、今年度はさらに増えています。出席

者から利便性向上ための質問が出されました。右の表

は、デマント交通の目的地別のものです。 

 


